
代々木高等学校 学校経営の目標についての自己評価 

２０２３（令和５）年４月～２０２４（令和６）年３月 

１ 学校教育目標（目指す学校像） 

○生活背景や学習歴及び進路希望等が多様な生徒が安心して安全に学ぶことができる学校 

○基礎基本の知識・技能や主体的に課題解決に取り組もうとする意欲等、これからの社会で生き抜いて

いくことができる学力を身に付けることができる学校 

○地域の良さを教育に生かすとともに持続可能な社会づくりに貢献できる人材を育成する学校 

２ 現状と課題 

(1)生徒について ○基礎基本を自分のペースで確実に定着したいと考えている生徒、大集団の中で学

習することが困難な生徒、毎日通学することは困難であるが、限られた日数であ

れば登校でき、提出物等について計画的に学習に取り組める生徒、さらに高校 3

年間を目標達成のために有効に活用したいと考えている生徒が増加している。 

○進路について真剣に悩み相談を求めている生徒が増えている。 

○宿泊集中スクーリングでは様々なふれあいや出会い、気づきあいがあり、成長を

実感して帰途につく生徒の声が多く聞かれる。 

○2023 年度 5 月 1 日の在籍生徒数は 1023 名（昨年度 12 月 6 日で 986 名）で、出

身都道府県は全国 30都道府県となっている。 

(2)教職員と組織

について 

○県内の生徒を対象として行われる年 24 回の通常スクーリング、年間 9 回実施さ

れる宿泊集中スクーリング（その他「東京 SC、東海 SC、大阪 SC」でも実施）、レ

ポートの添削、その間を縫って行われる個別スクーリングや補講等、教育計画は

過密となっているが、生徒の多様なニーズに的確に対応するとともに、より一層

充実した学習指導・生徒指導及び進路指導を実施するために指導の工夫と改善を

していく。 

○教員増となり組織の一層の充実が図られたが、初任の教員については言うまでも

なく、経験豊かな教職員についても、各種の教育的な課題についての見識を深め

るとともに課題解決に向けての実践力を身につけるため、各種の研修の実施を図

っていく。 

○面接指導及び添削指導等をより一層適切に行うために非常勤講師の業務内容を

文書等で明確に示していく。 

○多様な生徒の実態やニーズを的確に踏まえつつ教育目標の実現やさらなる生徒

増を目指して、組織力の強化をしていく。 

(3)学校の在り方・

教育の特色、地

域との連携につ

いて 

○組織体制を確実にするために、これまで以上により一層適切な組織編成を進めて

いく。 

○学費の変更や法人化に伴う変更事項・確認事項について、主旨や具体的な内容等

を保護者や関係機関等に丁寧に説明し周知していく。 

○志摩スクーリングでの真珠の学習やシーカヤック体験等本校の特色ある教育内

容や教育方法についてさらに充実を図り、生徒が行きたい学校、保護者が行かせ

たい学校、地域から信頼され必要とされる学校づくりを一層推進していく。 

○学習等支援施設との連携協力関係や業務内容等については、精査を進めているが

学校法人化を推進するにあたり、教育活動の年間計画や学習等支援施設との打ち

合わせ（訪問を含む）の充実を図り、さらに適切なものとなるようしていく。 



３ 中長期的な重点目標 

（前述の課題を踏まえて） 

○特色ある取り組みについては一層の充実を図るとともに、本校の魅力の一つである個に応じた丁寧な

指導の充実を図る等、学校の魅力化や教育力の強化を進め、教育の実態を的確に発信し、ニーズと提

供できるサービスの整合をめざして、学校のブランド力の強化を目指す。 

○効果的な生徒募集策による入学生の安定確保及びより一層充実した教育活動を実施するためのバラン

スのとれた予算編成と執行等、学校経営の安定化を目指した具体策の検討と実施を図る。 

○広域通信制のメリットを生かした教育の充実と地域社会への貢献を目指して、行政の協力と理解を得

ながら組織体制づくりを計画的かつ確実に進めていく。 

○教職員研修については、新任者を主対象とし、特に教育の現状と課題、これから求められる指導・支

援のあり方、危機管理そして不祥事防止等を中心に実施をしていく。 

４ 本年度の計画（2023年 4月～成果と課題は年度末に記載） 

項目 取組内容・指標 結果と自己評価 成果と課題 

(1)生徒について ・基礎基本の学力のより一層

確実な定着・伸長を目指し

て、計画的なレポート提出

や積極的な面接指導への参

加等の指導を進めてく。ま

た、これからの社会を生き

抜くために必要となる力の

育成を目指して、本校なら

ではの特色ある教育内容や

教育方法の開発と充実を図

る。 

・面接指導や添削指導等の学

習活動を通じて、これから

の社会を主体的に生き抜く

ために必要な力の一つとさ

れるコミュニケーション能

力の育成をしていく。また、

生徒の自己肯定感や成就感

や達成感等を引き出す学習

活動について研究し、生徒

が「探究」しようとする面

接指導・添削指導等をデザ

インする。 

 

 

 

 

 

・本年度も月に 1 度のレ

ポート学習会を開催

し、基礎学力の定着と

学習意欲の喚起を図っ

てきた。 

・きめ細かな指導を心掛

け、個別の習熟度に沿

った教材開発に心掛け

た。 

 

 

・アクティブラーニング

の手法を面接指導に取

り入れ、対話的な学び

に焦点を当てることで

コミュニケーション能

力の育成をしていくこ

とに努めた。 

また、各学年ホーム

ルームでは、各生徒に

「自己紹介カード」を

記入させ、互いの情報

交換をすることで所属

意識の醸成や仲間作り

の場面設定している。 

 

 

 

・レポート提出の遅れ

ている生徒が例年多

く発生しているが、

担任が繰り返し連絡

して提出を促すこと

で、期限を守ること

ができるようになっ

た。 

 

 

 

・面接指導時に活用さ

れる自己評価カード

は生徒自身が客観的

評価をすることがで

きるものであり、課

題克服のための１手

段として、また、教員

の指導方法の改善に

大いに役立てること

ができた。 

また、入学後に孤

立している生徒は減

少化傾向にあり、各

校内行事では複数名

で積極的に参加する

ことができるように

なってきている。 



・キャリア教育の一環として

生徒の進路意識を醸成する

とともに希望進路の実現を

図るために、今年度も校内

進路説明会を２回開催し、

外部での進路説明会には積

極的に参加させていく。 

 

 

 

・年２回（夏と冬）校内進

路説明会には生徒とそ

の保護者の参加、また

１，２年生の参加生徒

もあり、年々進路への

関心が高まっている。 

・外部団体が開催する進

路説明会には３年生を

中心に参加する生徒が

増加傾向にある。 

・校内での進路説明会

や外部での進路説明

会への参加生徒が増

加傾向にあることか

ら、卒業後の進路へ

の意識が高まってき

ていると言える。今

後は、進路指導主任

を中心に校内の進路

指導体制をさらに充

実させていきたい。 

(2)教職員と組織

について 

・生徒の現状と課題、これか

ら求められる教育の方向

性、危機管理等をテーマに

職員会議後に研修会を実施

していく。その際全職員が

輪番制により発表者となり

各人の力量の向上や組織力

の向上を図っていく。 

 

・指導力の向上や教職員とし

ての意識醸成を図ることを

目的に新任職員の研修を計

画的に実施ししていく。 

 

 

 

 

 

 

・添削指導の報告課題（レポ

ート）の学習を通じてより

一層確実に生徒が学力を身

につけることができるよ

う、教科部会を適宜開催し

ていく。また大量の提出レ

ポートを組織力を最大限に

生かして一層効率よく、そ

して確実に採点し返却でき

るようにしていく。 

 

・月 1回職員会議の後に、

教員で輪番制による発

表形式の研修会を実

施。コミュニケーショ

ン能力のスキルアップ

に繋がっている。 

 

 

 

・新任職員のスキルアッ

プ研修については一定

の効果が認められる。

座学と実践を通して、

教員としての資質を高

められていけるように

する。 

 

 

 

・教科部会の適宜開催に

よる情報共有は面接指

導やレポート作成添削

に大いに役立ってい

る。 

・レポート処理について

は分担業務をすることに

より合理性が高まり、よ

り確実性も高まってきて

いる。 

 

・職員会議後の研修会

が定着してきた。次

年度は、事務職員を

含め教職員の資質向

上や研修内容を還流

報告するなどの工夫

をしながら、さらに

内容を充実してい

く。 

・研修をとおして身に

つけた知識や技術を

現場で生かすには、

ベテランの教職員に

よる適切な指導や支

援が必要である。OJT

を職場に取り入れ、

新任職員には指導力

の向上を図ってい

く。 

・教員数および非常勤

講師の確保により、

一人当たりのレポー

ト採点枚数を少なく

できている。今後は

レポートの形式にも

工夫改善が必要とさ

れる。 

 

 

 



・校務分掌組織が有機的に機

能するよう、管理職が分掌

担当に課題意識を常に持つ

よう働きかけていく。また

PDCAサイクルを活用し、組

織力の強化を図っていく。 

 

・校内行事の事後アンケ

ートや点検活動の報告

等において、分掌組織

が確実に機能している

か確認に努めている。 

・年度末に管理職と個

別面談を実施し、そ

の際校務分掌への関

りを確認する内容と

したが、その意識に

個人差が認められ

た。 

(3)学校の在り方・

地域との連携に

ついて 

・各学習等支援施設を訪問す

ること等で生徒の指導や支

援及び通信教育にかかる業

務そして協力・連携関係に

ついてこれまで以上に充実

をさせていく。 

 

・定員増員に伴い三重県私学

課の指導のもと、学則変更

などの申請を確実に行う。 

・中学校訪問やホームページ

の活用を通して、本校教育

の魅力をより効果的に発信

していく。 

・不登校経験者や全日制の仕

組みになじめない生徒が多

く在籍するようになってい

る。 

 

・各学習支援施設を訪問

することにより、課題

の聞き取りや依頼事項

の伝達が円滑にでき一

定の成果を上げること

ができた。 

 

・学則変更の申請が受理

され、今後の見通しを

立てることができた。 

・昨年度以上に中学校訪

問を積極的に実施した

結果、問い合わせ件数

が増加した。 

・様々な媒体による情報

発信活動が功を奏し、

転入生や編入生の増加

がみられた。 

・円滑な教務事務を達

成するためには学習

等支援施設の協力が

不可欠であり、情報

共有を今後一層充実

させていく必要があ

る。 

・2006年度は定員増加

に伴い、業務の煩雑

化が考えられること

からより一層の整理

合理化が必要とされ

る。業務の偏り解消

や働き方改革の積極

的推進のためにも校

務分掌組織の作成に

は工夫改善に努めて

いく。 

・次年度の特別活動で

は地元の企業への積

極的な関りに努めて

いく。 

 


